
 

 

研究倫理審査委員会議事概要 

     

 

1．日 時  平成２８年６月１４日（火）１５時３０分～１８時１０分 

2．場 所  医学部・臨床研究棟（病態医科学研究棟）２階 応接室 

3．出席者  丸山委員長，新小田副委員長，西村副委員長，野本，平工，坂口，駒井，板垣，村瀬， 

河原，西山（1１名） 

 

Ⅰ. 倫理審査申請（１２件）について 

 

（１） [受付番号 1643] 

「術後感染性合併症に関するサーベイランス」 

研究責任者：先進医療外科学 小林 美奈子 

研究責任者より、研究概要について説明があり、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 

 

（２） [受付番号 1646] 

     「三重県における高齢者びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫患者の診療実態」 

研究責任者：血液・腫瘍内科 宮崎 香奈 

       研究責任者より、研究概要について説明があり、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 
 

（３） [受付番号 1655] 

     「CD5 陽性びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫における遺伝子発現解析と遺伝子変異の検討」 

研究責任者：血液・腫瘍内科 山口 素子       

       研究担当者の宮崎氏より、研究概要について説明があり、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 

 

（４） [受付番号 1648] 

「EGFR 遺伝子変異患者の背景ならびに EGFR-TKI の治療効果および全性についての後方視的検討」 

研究責任者：呼吸器内科学 藤本 源         

       研究担当者の藤原氏より、研究概要について説明があり、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 

 

（５） [受付番号 1652] 

     「三重県における 3 歳う蝕児有病者率の地域格差に関連する要因の検討」 

研究責任者：疫学センター 山崎 亨 

研究責任者より、研究概要について説明があり、審議の結果、異議なく承認した。 

 

（６） [受付番号 1650] 

      「「自宅で最期を迎えること」を意思決定した在宅療養高齢者を看取る家族の気持ちの揺らぎに 

寄り添う訪問看護師の支援方法の検討」 

研究責任者：老年看護学講座 平松 万由子          

研究担当者の坂井氏より、研究概要について説明があり、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 

 

（７） [受付番号 1644] 

     「遺伝医学授業の教育的効果を向上させるための調査研究」 

研究責任者：中央検査部 中谷 中      

       書面審査により審査され、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 

 

（８） [受付番号 1645] 

     「Magnetic resonance feature tracking for the assessment of myocardial strain in patients 

with acute myocardial infarction: Comparison with displacement encoding 

        with stimulated echoes (DENSE)」 

研究責任者：放射線医学 佐久間 肇         

書面審査により審査され、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 



 

（９） [受付番号 1647] 

     「FP 療法施行患者におけるシスプラチンの腎障害に及ぼすプロトンポンプ阻害薬の影響」 

研究責任者：薬剤部 奥田 真弘    

書面審査により審査され、審議の結果、異議なく承認された。 

 

（10） [受付番号 1649] 

「正統的周辺参加論における新人看護師への支援」 

研究責任者：看護教育学 井村 香積 

      書面審査により審査され、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 

 

（11） [受付番号 1651] 

     「看護師のがん看護に関する困難感と死生観との関係」 

研究責任者：がん看護学 辻川 真弓         

書面審査により審査され、審議の結果、一部修正し、学内の委員で再度持ち回り審査の上、 

承認することとした。 

 

（12） [受付番号 1653] 

     「急性期病院における熟練看護師が実践している認知症高齢者の BPSD を回避するケア」 

研究責任者：老年看護学講座 磯和 勅子 

       書面審査により審査され、審議の結果、一部修正願うことで承認した。 
 

 

Ⅱ．協議事項 

（１） その他 

     特になし。       

 

Ⅲ．報告事項 

（１） その他 

    特になし。       


